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天の川領域は、強い星間吸収によって系外銀河の探査が困難な領域であるが、近傍銀河の分布を正確に知るた
めには系統的な探査が欠かせない。今回報告するのはPOSS II(B)プレートを用いた 32◦ <∼ ℓ <∼ 68◦, b ≃ −4◦ and
19◦の領域の探査である。
この領域は north Supergalactic pole周辺の約 560平方度で、Local Void の一部を含んでいる。今回の探査で

0.′1以上のサイズを持つ 11310個の銀河・銀河候補が検出された。それらの内 152個は銀河としてRC3やCGCG
などのカタログに登録されており、多くが赤方変移も測られている。また、159個が IRAS点源に付随しており、
その内 48個が既知の銀河である。
検出された銀河の空間分布は銀緯に沿ってかなりスムースな分布をしており、際だった clusterなどの構造は
見られなかった。
この探査のデータを含む天の川領域の銀河のカタログがWWWで公開されている。
URLは、 http://www.kusastro.kyoto-u.ac.jp/library/deptpub.html


